
議会報告会報告書 

           令和２年８月５日 

 

大竹市議会 

 議長 細川 雅子 様 

                         B班 

                         班長 山本孝三 

 

議会報告会の実施状況について、次のとおり報告します。 

 

 

１．開催日時 

令和２年７月２７日（月） 

７時５分から８時４５分 

 

２．開催場所 

  大竹市本町１丁目 エスポワール大竹 

 

３．参加人数 

   ２５人 

 

４．担当班議員名 

  班長  山本 孝三 
  副班長 西村 一啓 
  班員  網谷 芳孝 

賀屋 幸治 

藤川 和弘  

 

５．報告会次第 

  （１）開会挨拶 

  （２）常任委員会からの報告事項 

  （３）意見交換 

   ①共通テーマ：放課後児童クラブの民間委託について 

   ②地区別テーマ：新町雨水排ポンプ場に関することについて 

  （４）その他のご意見 

 



６．常任委員会からの報告事項についての主な質疑応答 

（１）GIGAスクール構想とタブレット導入について 

（回答した質疑） 

 Ｑ：タブレット端末のセキュリティーまた、ソフト面については? 

Ａ：機種選定の段階において、セキュリティー・ソフト面も考慮して、現在市

教育委員会で、検討中です。 

 

 Ｑ：１人に１台端末の整備とのことですが、タブレットを持ち出す時の対応

は? 

Ａ：家庭に持ち帰ることは、将来的にあると思うが、今後のオンライン化に対

応するために各家庭のＷｉ－Ｆｉ環境の、現状調査を行う予定です。 

今現在決まっていることとして 小・中学校校内にＬＡＮ(Ｗｉ－Ｆｉ環

境)の整備と、全児童生徒と教員用に約 2000台のタブレット端末を５年

間リースし、あわせて授業支援ソフト等の導入も検討中です。 

 

（意見・要望等）  

・学校教育の遅れのためのタブレット、少しでも早く自宅に持ち帰れるように

検討していただきたい。 

 

（２）主な大型事業の計画概要（浚渫事業） 

（回答した質疑） 

Ｑ：小瀬川の河口に遊歩道を整備しているが、 豪雨の時に流れを制限するの

では? 河川の浚渫とは、真逆の行為ではないか? 

Ａ：一般河川の浚渫事業は、市事業でございます。予定しておりますのは、恵

川・大膳川・新町川この大きな市の管理する河川の土砂を浚渫する工事で、

小瀬川の遊歩道ですが、国交省の管理で、遊歩道の工事は洪水対策を考慮

したうえで設計されております。 

 

Ｑ：新町ＪＲ鉄道の下の水路は かなり土砂が堆積していると思うが、浚渫作

業どのようになっている? 

Ａ：まずは、大きな河川から調査していくと思われるが、調査の段階でＪＲ鉄

道の下も調査出来ないか市の方に伝えておきます。 

 

（意見・要望等）  

・見える河川は調査するが、鉄道の下は１度しかしたことがない、その問題を

市の方に伝えてほしい。 



 

７．主な意見交換 

（１）共通テーマ 

（回答した質疑）  

Ｑ：民間になると１人当たりの賃金はどうなる？ 

Ａ：現状のままで民間委託事業希望者に説明して、条件的に理解した上で 

プロポーザル方式で採用する方法でお願いしています。 

 

（２）地区別テーマ 

（回答した質疑）  

Ｑ：出来ない計画をたてて４０～５０年もたっている、どうなのか? 

Ａ：今年度、国(小瀬川左岸)と協議するための調査費がつきましたので、少し

でも前に進めるように議会としても取り組んでまいります。 

 

Ｑ：この話は何度も聞くのですが、計画にあるのであれば、しっかり進めてほ

しい、聞いていればここにいる我々が世の中に生存しない時期になるので

は、道路事業で、立退きが必要であれば説得して行かなければ、絵に書い

た餅。 

Ａ：我々もそう思う、皆さんから大きい声を頂きたい。そのことによって、困

られている地域が被害を受けている辛さを表面に出してもらいたい。この

ことが大きな声になって市を動かす。議会の方は反対するものはいません。 

 

（意見・要望等） 

・この話は皆さん知っている、後はやるか、やらないかの時期に来ている。 

・計画だけで終わらず、ここまで来たらやりとげてほしい。 

・１０年後２０年後のポンプ場が出来るか出来ないかもわからないことより、

土管をひいてすぐにでも雨水対策をしてほしい。 

・話を聞いていたら新町ポンプ場は出来ない。 

・大竹は住みよい街ではない。息子も住みたくない、水がくるから嫌だと   

言っている。 

・排水管を増やすなり、太くするなり対応をしてほしい。 

・こんな話は聞きたくなかった、生きている間に出来ない。 

 

８．その他の主なご意見 

  なし 

 



９．気付きや反省点 

・報告事項が多く長くなり、地域課題の意見交換時間が短いように感じた。 


